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トライブリッド蓄電システム®の紹介 



内容 

１．ニチコン株式会社とＮＥＣＳＴ事業 
２．「トライブリッド蓄電システム®」商品概要 



会社紹介 

１．商 号    ： ニチコン株式会社（NICHICON CORPORATION） 
 
２．本 社    ： 京都市中京区烏丸通御池上る 
 
３．設 立    ： 1950年8月1日 
 
４．資本金   ： 14,286百万円（2018年3月31日現在） 
 
５．売上高  ： 114,767百万円（2018年3月期 連結） 
 
６．従業員数： 5,284名(2018年3月31日現在 連結)  
 
７．営業品目： アルミ電解コンデンサ、フィルムコンデンサ、正特性サーミスタ“ポジアール®” 
  Ｖ２Ｈシステム、家庭用蓄電システム、EV・PHV用急速充電器、 
  公共・産業用蓄電システム、スイッチング電源、機能モジュール、 
  医療用加速器電源、学術研究用加速器電源、 
  瞬低・停電補償装置など  



ニチコンの環境・エネルギー事業への取り組み 

                                        

 

 

経営理念 
価値ある製品を創造し、明るい未来社会づくりに貢献します。 

より良い地球環境の実現に努め、倫理的・社会的責任を果たすとともに、 

顧客・株主・従業員をはじめ全ての人々を大切に、 

企業価値の最大化を目指して、誠心誠意をもって「考働」します。 

 

 

 

 

①再生可能エネルギーの増設 

②スマートグリッドを目指す電力系統の分散化とインテリジェント化 

③電気自動車などエコカーの普及 

当社は、環境・エネルギービジネスを拡大するため 

NECST (Nichicon Energy Control System Technology） 

事業を展開 



NECST事業商品 

Ｖ２Ｈシステム 

世界初の商品化 

対応車種の拡大 

 

家庭用蓄電システム 

JET認証取得第１号 

業界一のラインアップ 

公共・産業用蓄電システム 

環境大臣賞 

 

急速充電器 

省スペース、軽量化 

2012年発売後、 
累計販売約５万台 

2012年発売後、 
累計出荷約６千台 

蓄電システムと 
Ｖ２ＨとＰＶを融合 



売電から自家消費への流れを作る究極の 
トータルエネルギーシステム 

登場！ 
  

ニチコン 
「トライブリッド蓄電システム®」 

トライブリッド蓄電システム® 



トライブリッド蓄電システム®の4つの特長・メリット 



Point1： いつもの街乗りは、太陽光発電で 

• ＥＶユーザーの大半は通勤、買い物用途 

   ⇒太陽光発電する昼間には、自宅に無い！ 

• 車通勤の平均時間40分(往復)＝走行距離12～16ｋｍ 

   ⇒日産リーフ：電費6km/kWh、消費電力2～3kWh 

• 昼間の太陽光発電をEV充電するには蓄電池が必要。 

   ⇒夜「エレムーブ」して、今日走った分だけ補充充電 

出典：国交省ＨＰ 

今日走った分だけ 
エレムーブ！ 
（電力移動） 



Point4： つくった電気を、「ムダなく」使える 

⑤太陽光・蓄電・V2H他JET認証 

全てをDCリンクで 

①太陽光JET認証  AC出力 

太陽電池 D-Dコン DC⇒AC 

AC 

AC 

③太陽光蓄電ハイブリッドJET認証 

太陽光⇒蓄電 DCリンク 

太陽電池 D-Dコン 双方向 

インバーター 

双方向D-Dコン 蓄電池 

AC DC 

②蓄電システムJET認証 ACリンク 

蓄電池 

双方向 

D-Dコン 

双方向 

インバーター 

太陽電池 D-Dコン DC⇒AC 

④V2HのJET認証 ACリンク 

双方向 

D-Dコン 

双方向 

インバーター 

EV充放電 CHAdeMO 

 I/F 

AC 

太陽電池 D-Dコン DC⇒AC 

AC 

AC 

DC 

新JET認証マルチ入力システム用規格 

JET Web 
’17.1.20 

JET認証・試験法確立の経緯 



Point3： あなたの暮しにずっと寄り添う 

スタートは、パワコン＋蓄電池4kWh 
（パワコンだけでも開始できる） 

家族が増えたら、蓄電池を増設8kWh 

ＥＶを購入時に、Ｖ2Ｈスタンドを増設 

JET認証時に、すべての組合せ登録をして
おけば、後から増設しても個別認証不要。 

 
 

 
 



ターゲットユーザーと最適システム 

従来のハイブリッド型 

従来の単機能型 

従来のハイブリッド型 



設置場所とサイズ 

トライブリッドパワコン® 

家屋外壁面 

蓄電池ユニット・増設ユニット 

屋内納戸、階段下など 
ガレージ 

太陽光パネル 

屋根上 

室内リモコン 

台所袖壁 

W762mm×H1305mm×D222mm 
（充電ケーブルなど突起部含まず） 

W572mm×H349mm×D239mm W727mm×H560mm×D257mm 
（取り付け金具・突起物含まず） 

W170mm×H140mm×D23mm 

V2Hスタンド 



トライブリッドパワコン® 

【太陽光発電用DC/DCコンバータ】 
 ・出力：最大5.9ｋW 
【蓄電池用DC/DCコンバータ】 
 ・入出力：2kW 

【DC/ACインバータ】 
 ・連系時定格出力：5.9kW（蓄電池のみの場合：2kW） 
 ・自立時定格出力：3kVA（蓄電地のみの場合：2kVA） 



蓄電池ユニット／V2Hスタンド 

【蓄電池ユニット】 
蓄電池容量：4kWh 
最大8kWhまで増設可能 
パワコン設置から5年以内 

【V2Hスタンド】 
充電ケーブル長：7.5m 
入出力：5.9kW 
40kWhの新型リーフを 
   約７時間でフル充電 

 充電設備器に 
 ついての認証 



室内リモコン 

ホーム画面（蓄電池ユニットのみ設置時） 

ホーム画面（Ｖ２Ｈスタンド設置時） 



経済メリット 

注） 実際の経済性は、ガソリン車⇒ＥＶ車への買替費用差額、トライブリッド蓄電システムの設置コスト、通勤距離、太陽光出力、昼間の
家庭負荷、売電終了後の売電価格、そして最大の要因は日照時間によって左右されます。 

売電期間中は、売電が一番お得。しかし、売電終了ユーザー（償却済みの太陽光発電を持っている
ユーザー）にとっては、ガソリン代の節約という電気代の節約以上の経済効果が期待できる。 

（一試算例） 

®と 



V2Hシステム お客さまの声 



終わり 

ご清聴ありがとうございました！ 


